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歴科学（北海道火学）L・（1） 35－46i・9§・・3月

網走湖の植物プランクトンの季節的消長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オご　　　　　　　　　　　　　　

　　　　中村優子・青井孝夫・黒木町尚
＊北海道火学大学院環境科学研究科環境構造学専政植物分類学講座

＊＊北海道公害防止研究所

The　Seasonal　Change　of　Phytoplank毛on　in　Lake　Abashiri

　　　Y激oNakamura＊，　Takao　Aoi＊＊aRd　Munenao　Kurogi＊

＊Laboratory　of　Systematic　Botany，　Division　of　Enviエonmental　Structure，

　　　　　　　Graduate　School　of　Env三ronmental　Science，

　　　　　　　　　　Hokkaido　Un玉vers玉ty，　SaPPoro

　＊＊Hokkaido　Research　Institute　for£nvironmental　Pollutlon，　Sapporo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　雷

網走湖は北海道北東部に位置し，オホーツク海に面している。周瑚約46km，最大水深は16．5mである。

表層の塩素イオン濃度は350～500ppm程度で（黒田
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌔
1967，黒萩1970），夏には藍藻のいわゆる“水の華”が

冤られることがあり，富栄養湖といわれている（元田

1950）。水深10．5m以深には逆流した海水が存在し，高

漁分還元状態の停滞層を形成し，この停滞層は全貯水量　σ

の11％を占め，溶存酸素はなく，硫化水素200ppm程

度の，栄養塩類に富んだ水質だといわれている（一高・他

1978）。

　　本湖で，1978年5月から結氷期をはさみ約1年半，

植物プランクトンと水質について調査を行った。今醐，

植物プランクトンの量（クロロフィルα，個体数）およ

び種組成の季節変化と，その間における水質の変化につ

いて，得られた結果を述べる。

　　図一1に＝網走湖の位置，形態等を示す。

　　　　　　　　調　査　方　法

　　調査は1978年5月から1979年9月まで行った。本

湖は1978年12月から翌年5月中旬まで結氷した。調査

日は次の通りである。1978年5月9日，6月13【三1，7月

⊥
　i

0　　1　　2km

図一1　網走湖の位舐と形態

1979年12月3臼受理
Received玉）ec．3，1979
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18日，8月2Fl，9月5日，10月28日，11月25；二il，1979年2月5日，5月30｝≡i，6月19日，7月111三i，

7月26日，8月7ドi，8月271－1，9月6｝〒1。

　　調査点は湖南側の網走川流入河i聾付近，湖心部（最深都），網走川流出1二i付近の3点であるが，今醐報缶す

る結果は，全て湖心部における試料に基づくものである。

　　採水は船で，褒醐水（Om＞はバケツを用い，水深5m，10mの各層についてはポンプまたはバンドン式

採水器を用いた．

　　水質分析の項目とその方法を表一1に承す。

　　　　　　　　　　　　　　　　表一1　水質分析の項繍と分析方法

分　　析　　項　　濤 規 格 細 目

水

　　　P頁

塩

溶　存　酸

燐　　酸

硝　　酸

：亜　硝　酸

撮

分

素

目

塩

塊

アンモニウム塩

（PO4）

（NO3）

（NO2）

（NH3）

」1S　王（0102

海洋観測揖鉗

　　　〃

JIS　　KO　102

Strickland　8’α乙（！968）

　　　〃

　　　〃

　　　〃

離合社製サ・一ミスター，棒状水温計

力“ラス’薦：極1去

モールの銀滴定法

ウインクラーアジ化ナトワウム変法

モリブデンブルー抽出法

銅・カドミウム一元法

グリース・μミン法

インドフェノール法

　　ク叩フィルαは試料200m4をWat亡man　GFC（孔径09，‘‘m）で濾過し，90％アセトンで抽出したも

のをターナIII型蛍光光度計により定量した（西条1975）。

　　植物プランクトンは，上記の方法で得た湖水をプランクトンネッ1・（NXXX－25，孔径40∫‘m＞を用いて濾

過濃縮し，ホルマリンで比定した。この試料の…定量をスライドグラスに取り，顕微鏡下で現われた植物プラ

ンクトンの，色素体の明瞭な細胞を計測し，西水14当りの個体数を求めた。この時，緑藻類の糸状または群

体を形成する種類については，糸状体または群体の数を1個として計測し，珪藻や藍藻ル～召加8〃αなどは，

その細胞数を計測した。なお，細胞の大きさについては，今剛は特別な配慮はしなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　　果

王．水　　　質

　1）透　明　度

　　図一2に示す様に，1978年は透明度1．5～2mであったが，1979年は2～3mに上昇し，特に7，月26日には

3．3mと調査期問中の最大値を示した。

　2）水　　温

　　園一3に示す様に，表層は1978年5月の9．1℃か

ら8月272。Cのをピークとして，結氷下の2月（1979

年〉には0。Cまで下降した。解氷とともに水渥は再び

上昇するが，1979年は7月26日の247QCが最高値で

あり，ユ978年より若干低い1頃年が見られた。5m層は

装層よりやや低温ではあるが，表層とほぼ同様の季飾

変化を示した。！Gm層の最高値は両年とも9月に見

られ，表屡，5エn摺よりも1ヵ月程ピークが遅れてい

（m）
4

3

2

1

Frozen

，78　　　　　　　　　　P79

　56789101112123456789　　　　　　　　　　　（擁ontb）

　　　　図一2　透明度の季節変化
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図一3　水撮の季節変化
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　図一4　塩素イオン濃度の季節変化

ることが特徴的である。10m層の最低値は結氷下の2月の0．3℃であり，表層，5m層よりやや高い程度で

あった。

　3＞塩素イオン濃度

　　図一4に示す様に，表層の塩素イオン濃度は5月～8月は4001）pm前後であり，9月～12月は500　ppm葡

後とやや増加する傾向が見られた。しかし結氷期には71PPmと大幅に減少し，年間の最低値を示した。解氷

とともに蓑1轡の塩素イオン濃度は再び400Ppm程度に上昇し，8月まで継続するのは，両年に共通した傾向

である。しかし，1979年9月は640PPm前後と箭年よりやや高い傾向が見られた。5m層の塩素イオン濃度

は，1978年5月の815PPmと1979年2月の596　Ppmを除けば，蓑層とほぼ同じ濃度であり，黍節変化も同

様であった。箭述の様に結氷期の表1曹の塩分は低濃度であるが，5ml溺は11月の濃度より浩干高く，表層と

5m層は混合しにくいことが推察された。10　m／曹は荊述した停滞摺の境界であり，停滞層の水位の上下によ

り，塩素イオン濃度が非常にプ（きく変動する。黍節的々こは8月～9月が2，000～3，500Ppmと高い傾i角カミ見られ

た。特に，！979年8月以降は7，000pl）mにまで増加し，8月は10　mの湖定はしなかったが8m牌でも3，000

Ppmとなった。表層，5m層の塩分が1979年8月以降増加したことは，停滞層の水位が上昇したことが長州

かもしれない。

　4）　水素イオン濃度：（P｝玉）

　　図一5に示す様に，表1韓では5月，6月がpH　8．5以上と高く，他の月は75前後であった。5m層も変動幅

は小さいが，表暦とほぼ同様の季節変化を示した。10m／馨は全てpH　8以下であり，7月～9月が7．1前後と

低い傾尚が見られた。ただ，1978年7月は袈層から10m層までpHは7．2であり，表層と5m層では前後の

調査時より低いことが特徴的である。しかしこの原因等については不明である。
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　　　　図一5　水素イオン濃度の季節変化　　　　　　　図一6　溶存酸素の季簾変化（実線：実測値，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　破線：理論的飽和値）

　5＞溶存酸素
　　図一6に溶存酸素の季節変化を示す。図中の実線は実灘値，破線は水澱と塩分により規定される溶存酸素の

理論的飽和値である。図から明らかな様に，表層と5m層の溶存酸素はほぼ講様の季節変化を示している。水

温の高い夏期は8PPm前後，水浪の低い時期は10　PPm以上存在しており，結氷期でも表層は10．4　PPm，5m

層は12．6PPmと最高値を示していた。ユ979年7月26日は，嚢層5．2　Ppln，5m層5．6　PPmであり，調査期

間中の最低値を示した。表層の溶存酸素が過飽和となったのは，両年とも6月であり，特に1979年は5エn暦

も過飽和であった。溶存酸素飽和度が低いのは，表層では1979年2月の71％，7月26日の60％であり，5m

層では7月26【三1の64傷であった。それ以外の時期は，表厨はほぼ90弩，5m層ぱほぼ85傷程度の飽和度で

あった。10m層の溶存酸素は，停滞層の影響が見られる時期には1ppm以下，飽和度10傷以下に低下し，

特に1979年8月6日は無酸素になっていた。一方，1978年11月と，1979年5月は飽和度が90傷程度であっ

た。それ以外の蒔期の飽和度は40～60傷であった。

　6）リン酸塩

　　図一7にリン酸塩の季節変化を示す。区iから明らかな様に，表層と5m層の季節変化はほぼ一致している。

1978年5月は，表層1．8μM，5m層2．1！‘Mとリン酸塩濃度は高く，以後滅少し，8月には蓑層，5m閣とも

0・4μMまで低下した。9月にはL5μM程度に上昇したが，10月は1！‘M程度とやや減少し，11月には再び

5月とほぼ周程度にまで上昇した。2月の結氷下では，表層は1．2μMと11月よりやや減少したが，5m層は

2．1μMと5月のレベルまで増加した。しかしながら，1979年5月は，表願，5m層ともに0．3μM以下であ

り，前年に比較して1／6程度の低濃度であった。表慰のリン酸塩濃度は5月以降7月261ヨに0，65μMになっ

た以外は，9月まで0．5μM以下と低濃度であったことが特徴的である。10m摺も表層と同様の季節変化をし
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　　　　図一7　リン酸塩濃度の季節変化　　　　　　　　　図一8　溶目無間脳素濃度の季節変化

ていると思われるが，停滞層の影響があらわれている1979年6月以降は異なったパターンを示した。

　7）　溶存褒土豪幾窒素

　　硝酸・亜硝酸・アンモ諜ア三態の窒素の和を溶存無機窒素とし，図一8にその季節変化を示す。表履では

1978年5月が35μMと高濃度であり，6月以降は5／M以下に減少した。結氷下の2月は18！‘M程度に増加

した。1979年5月は3．8μMと前年に比較して1／10程度の低濃度であったのは，リン酸塩に見られたのと阿

様の傾向であった。また，ユ979年7月26mま7．3μMであり，前後の調査暗よりやや増力ilしていたことも，

リン酸塩で冤られたのと圃様である。5m1酸は，1978年5月が5，3∫嫌と低濃度であった以外は，表履とほぼ

嗣様の季節変化を示した。10m1韓は停滞騨の影恭響があると思われる時期に1｝i石濃度になる傾向が見られた。　し

かしながら，10m周の溶存鰍幾窒素濃痩は，！978年10月には1．8μMとヨ1芝常に低濃度になる等，変動が大き

いが，その原悶等については現在のところ不明である。

　　隠iには示していないが，網走湖では，アンモニア態窒素が，硝酸態，亜硝酸態窒素よりも景的に大きく，

溶存無機窒素の黍飾変化はほぼアンモニア態窒素の変化と同一であった。硝酸態窒素は，結氷下の2月に表

層，5m層，10m層ともに，5～8／‘Mと年間の最高値になり，夏期には表層ではほとんど検出されないこと

が特微的であった。亜硝酸態窒索は，量的には他の二態の窒素より少ないが，停滞層の影響があらわれた隔…の

10m層に多い傾向が見られた。

　王L　植物プランクトン

　1）出　現　種

　　今回の調査で同定することのできた植物プランクトンの種名を表認に示す。変種，融種を力口えて，藍藻5，

黄色鞭毛藻1，蓬藻81，緑藻10の合計97分類群である。理藻が最も多い。元田・嘱田（1949），広瀬α950），

津£臼・他（1967），黒萩く1970）の調査結果と比較すると，新しく網走湖にその存在を認めた種が少なくない。ま
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た，かつて報告されたものでその存在を認められな

かったものもある。これらの形態，分類学的な詳細は

稿を改めて述べることとし，ここでは種名，変種名，

融種名だけをあげておく。

　2）　クロロフィルα±蓋

　　図尋にクμロフィルα彙の季節変化を示す。表

層は1978年5月差17．5μg／6と調査期間中の最大値

であった。6月，7月は5μg／6と減少し，8月，9月

は7～7，5μ9／4とやや上昇した。lo月，11月は再び

5μg／4程度に減少し，2月には。．1μg／4と最小値に

なった。結氷下では植物プランクトンの量が非常に少

ないことがうかがわれる。解氷後の5月には，群び

8．7μ9μに増加したが，箭年の約1／2程度であり，そ

れ以降も前年より低い傾向が見られた。特に7月26

日は0，6μg／6と2月に次いで低い値であったのが特徴

的である。5m層のクロロフィルα量は，表層とほぼ

岡様の季節変化を月ミしたが，1978年10月は9．6μ9／4

と表層より高い点が異なっている。1979年7月26日

は，5m層も0．6μ9／4程度であり，2月に次いで低い

ことは，表価と悶様であった。10m層のクロμフィ
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　図一9　クロ・フィルα蚤の季節変化

ルα童も，1978年5月が9．8／‘g／4と最大値を示した。5月，6月及び11月以外は2μg／4以下であり，1979年

の7月，8月は1μg／4以下であった。10m瀬のクロロフィルα最は，春と秋の湖の混合期に高い傾向がある。

また，クロロフィルα二黛とリン酸塩，溶存無機窒素濃度との間には，かなり関連性が見られる。例えば，結氷

下の2月や，1979年7月26【4には，クロロフィルα燈は減少し，栄養塩類は増加している。特に5m層のク

ロロロフィルα量の黍節変化と，リン酸塩の黍節変化はほとんど対称的である。

　き）欄　体数

　　調査地点のOm，水深5m，10mの各／齢こ存在した植物ヅランクトンの，湖水14熱りの個体数の季節変

化を，種類組成と出現率（％）と共に図一10に示す。

　　時期により，個体数は各層に若干の差異が見られるが，季節的な量の変動は，闇闇とも類似していた。

　　1978年は，6月と10月に頂点のある2山型のグラフを示した。解氷後，5月の個体数は3G，000～35，000
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　　　　図一10　植物プランクトンの個．体数及び種組成と出現率（％）の季節変化
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個／4であるが，6月には100，000個／6前後まで増加し，特に10m1齢こ多く，166，000個／4以上に達した。7月

には，5m，10　m　1轡では減少したが，表層はそれほどでもない。8月は各層で減少し，11月に次ぐ低い値を示

した。なお，層別に比較してみると，7月及び8月は，Om，5現，工Omの順に多く，特に7月にはOmでは

約70，000個／4であるのに対し，5mと10mはその1／3～1／2しか存：在しなかった。9月に個体数は再び増加し，

10月には6月と岡程度にまで達した。しかし，11月に再び減少し，蓑1憩は20，000個／4，5m，10　m層では約

35，000個／4程度となった。

　　結氷期間中に定量的な調査は行なわなかったが，2月の試料を観察した限りでは，植物プランクトンは非

常に少なかった。

　　1979年も前年と同様に，5月から6月にかけて増加し，6月は点描とも95，000鯉6前後となった。その

後，個体数は減少したが，特に7月下句（7月26i三Dは表門でも数百欄しか兇られず，5m，10　m層ではほと

んど見られなかった。8月上旬にやや増加するものの，6月から振れば引き続き減少傾向にある。8月下旬に

5m層に最も多く存在するほかは，7月以降は，表層，5m層，10m摺の順に多かった。

　4＞種組成と繊現率の季節変化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　隠卜10に示した様に，患現した植物プランクトン4）主な種類の組成と出現率（％）の季節変化は，各層とも

ほぼ岡じ様な変化を示した。

　　1978年5月に優占的な種は，愉悦D∫α♂o〃’α‘ノ！ω～9α々〃〃であった。N庸56配αc砂惚〃α」α，　M2♂05カπ

‘Z説α榔var．α砂～ぎ6〃αなどがこれに次ぎ，このほか3妙”α〃04∫561‘51zαノz隠5酌μ，　Z1〃～ρ1Lψ1η1驚ραZ〃405α

なども見られた。6月には前述の様に個体数が増加したが，特にD加。〃κ犀♂o〃gα砺〃みの増殖は著しく，出現

率は約80～9096となった。また，5月には出現種類数が豊富であったのに比べ，6月には単純化し，Dガα’0123α

6♂ωzg砂〃μの数千個の細胞からなる群体のかたまり力詠についた。この中にはβy肥4駕αC螂や1鍮虫が含ま

れていた。7月中旬から8月上旬には珪藻はほとんど見られず，藍藻ルz融α8παfo5一α卿α8　var．1漉8ノブ肥4∫α

f．ψガ1窺4郡をはじめとするノ1ηαδαo〃αSPp．が増力11する。んκめα6〃αにアキネートは稀にしか見られなかっ

た。この，春にZ）磁0〃’α（～如zg磁〃μが，夏に〆1〃α侃6〃αspp．が主要種となっていることは，黒田・黒蓋

（1965）が1964年に行った調査結果と一致している。9月以降は再び珪藻が現われたカミ，その種組成，特に優占

種は，春と全く異る。9月は微小な珪藻αyO♂0孟”αg♂0〃Z6’U’αが擾沖し，　M8ZO5～昭gノππZ‘Zα’αカここれに次

ぐ。M6Zo跡ugη〃～z‘1如αは1G月には優占種となり，出現率は90傷以上となった。10月及び11月には，

一般に海産といわれるC舷6∫oぐ8’η5もとヒ！現したが，これは蒋に表層に多かった。11月にはそのほか，緑藻

1悔〃。’侃6〃薦♂側’6’加加距もかなり見られた。これは結氷期間中の2月にも，わずかながら見られた。

　　解氷後の1979年5月下旬には，比年秋に優占的だったM8105〃π9’η〃z‘♂α‘αがD～α彦。〃薦8Zω29α如1多と

岡程度か，やや多く出現した。6月にも前年の様な∬）忽。’〃‘エ（伽～gα’z〃μの著しい増加は起こらず，最も多い

のは趣〃6‘♂配‘雄’3で，8〃♂〃αがこれに次ぐ。また，7月以降も前年とは異なり，引き続き珪藻が多く，

7月中旬にはCγ6砺ぐ砺810〃卿π！αが月三1倒的に優占した。7月下旬には前項で述べた様に個体数が著しく減

少したが，この時には（b・cZOご”αg♂0〃’（ノ’編αと黄色鞭毛藻∬方〃0∂樹0〃（う，／〃1ζ♂ノ北αがわずかに存在するに

すぎなかった。一方，動物プランクトンβ05〃’∫ノ～α‘or8gωz∫などがかなり多く見られた。8月の種組成は前

年9月と類似し，（与lc♂o’e〃α9♂o〃～6’uごαとMl面∫！1u　g7瀦〃～f♂α’αが多かった。7月，8月の出現種類数は少

なかった。9月セこは，8月まで稀であった藍藻M81廊〃～砂641‘τ砂z～’～∬～〃’αがやや多く見られた。

考 察

　　はじめに述べた様に，1α5m以深に高塩分還元状態の停滞層の存在することが，網走湖の大きな特徴であ

る。しかし今剛調査の対象とした10m以浅に限定するならば，網走湖も～般的な温帯湖の1つと見なされる
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（Fo991975，坂本1976＞。すなわち，春と秋に年2圓湖水が循瑳1する混合期があり，夏は灘度成層が見られる。

植物プラ．ンクトンの量を各層の個体数で見ると，春と秋に多い珪藻はほぼ謝謝に岡程度，時により下1翰こやや

多く見られる。これは，琉藻が湖水の混合期に増殖すること，また，群体を形成する球藻D舷。〃～α6♂oπgと抜〃μ，

M6♂o訪u　8『ノu〃配α’αなどは，沈降速度が大きいためと思われる。一方，藍藻は，成暦の形成される夏期に増

殖し，細胞内にガス鞄を有する且〃αゐα（〃雄は特に表1轡に多く存在する。

　　汽水湖（吉村1976）であることを反映し，凝y〃‘～‘～配ρ威ゾ16／／α，ズ曳〃ψんψ’η㍑／）α々’‘！θ∫αなどの汽水性と

いわれる種類や，ゴニ1c’）り10蟹C♂螂c1手織ヴgπ，　C1～α蜘‘溜η5など海産性の種類も見られた。特に秋には，

C加8ごoo81η3　sp．がかなり多く現われた。このことは，春は融雪による多量の河川水が湖に供給され，湖がや

や淡水化する傾向が見られるのに対し，秋は河川水の流入最が少なく，湖水の淡水化傾向が弱まることも刊閣

と考えられる。事実，表層，5m層の塩分は，5月から8月は400Ppmであるのに恕し，9月から12月は

500ppm程度に増力；1して：いる。

　　植物プランクトンの現存董を推定するために種々の方法が闘いられているが，今園は童体数の計測とクロ

ロフィルαの定量を同時に行った。両者の結果を比較すると，次のようなことがわかる。1978年は，両者とも

春と秋に高い値を承し，夏と結氷期に低下する。しかし，これを詳しく見るとクτ湖・フィルαは解氷超すぐの

5月に最高値を示すのに対し，鯛頭数が最高となるのは6月である。そして，偶休数を箆ると，いずれの摺に

おいても，10月に6月と醗程度に増加して2出烈のグラフを示しているのに対し，クロロフィルαは，51n届

と10m層では2山型だが，表層における鍛の変動は，個体数のそれとはかなり異なる。また，夏期の最低鱒

を示すのは，ク1・ロフィルαは7月であるが，個体数は8月である。1979年は，箭年と問様に，最高値を示

すのは，ク1・ロフィルαは5月であり，個体数は6月である。両蒋ともその後値は減少し，7月26目には調査

期間を通じて（結氷期を除く）最低となる。　クロロフィルα量と個体数を層別に比較すると，5m暦が最も類

似性が高く，表摺は特に1978年に違いが大きい。両者の値に違いが見られる原因の1つとして考えられるこ

とは，今側植物プランクトンとして採集，計測したのは，ナノプランクトンを除くネットプランクトンのみに

限定した点である。ナノプランクトンには遊泳性の微小な鞭毛藻が認まれているから，特に衰層でクロロフィ

ルα童と個体数の値に違いが大きかったのかもしれない。しかしながら，1978年，1979年とも，クロロフィ

ルαは5月に最大値を示したのに対し，個体数のそれが6月であったことの軍議は，今のところ不明である。

　　いずれにしても，クロロロフィルαと個体数，種組成の調査結果から，綱走湖においては，春は，解氷

後，水温の上昇とともに珪藻が増加する。夏期は藍藻の出現が見られるが量的には低下する。秋に再び珪藻が

現われ，董も増加するが，その後，水温の低下とともに植物プランクトンは減少し，結氷下での現存量はわず

かであると思われる。

　　また，植物プランクトンの個体数，クμμフィルα量と，水質の闘には，網：Z江関係が見られ，リン酸塩や

溶血無機窒素などの栄養塩は，植物プランクトンの増加にともなって減少し，植物プランクトンの少ない結氷

期間中などに高い値を示す。また，珪藻の増殖時には，pHの値が＆5以上に上昇し，零露酸素は過飽和状態

である。

　　つぎに，1978年と！979年置植物プランク1・ンの黍節変化を比較すると，かなり異なる点のあることに気

がつく。その差異の1つは，1978年7月中旬から8月初旬にかけて増殖した藍藻ル～α∂α6〃αが，1979年の

［司暁期セこほとんど見られなかったという点である。従って，1978年の様な，春一一珪藻，夏一藍藻，秋一瑳

藻といった季節的消長は，1979年には見られない。7月26｝・iに個体数が調査期間中の最低値を示したことを

除けば，1979年は常に叢藻が優心した。ではなぜ1979年にノ1〃α伽ノノ1ζzが増殖しなかったのか。

　　その要因の1つとして，栄養塩類の濃度が考えられる。！979年の解氷後のリン酸塩は箭年の1／6，窒素は

1／！0と，前年に比べかなり少なかった。他の要因として考えられることは，水温の低下である。1978年7月
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の月平均気灘は21．60Cと平年値を3．6。C上矧つたのに比べ，1979年7月は15．1℃と，平年値を2．1℃下回っ

た。また月間日照時間も多くなかった（北海道農業気象月報1978，1979＞。このことは既述のように，水温にも

反映されて，生育適温の比較的高い藍藻孟ノ～α加ゼ〃‘興ことって不適薮であったと思われる。

　　偲体数，ク1・ロフィルα撤ともに少なくなっている1979年7月26ド1は，透明度が3．3mとこれまでにな

く高くなっている。そして，前述のように，この時，動物プランクトンが多かったことが，顕微鏡観察によっ

て確かめられている。また，溶存酸索の低下も，動物プランクトンの存在を示唆している。7月26砲こ，萬闘

の調査時に比べ植物プランクトンが少なくなっているのは，動物プランクトンによる捕食等との関係も考えな

けれぽな：らない。

　　以上述べて来た様に，植物プランクトンの現存量や種組成の変化と，水泓，栄養塩濃度などの物理，化栄

的要因との問には，相互に深い関係が存在すると思われるが，動物プランクトンと植物プランクトンとの関係

や，ナノプランクトンを含めた植物プランター・ン相互の関係などについては，更に調査研究を行うことが必要

である。
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                                    Summary

   The seasonal changes of phytoplanl<ton of eutrophic and brackish Lake Abashiri in individua]

number and chlorophyli a concentration was investigated from May in 1978 to September in 1979.

'I"he water x-Tas also analized at the same time.

   The individual number and chlorophyl} a concentration inve$tigatecl were correlatecl to each

other. The phytoplankton increased in spring, decrea$ed in suxnmer, ancl $howed the second

maximum in autumn. It was the kowest in the freezing season from I)ecember to April.

   Among the 97 taxa of phytoplankton identtaed, diatoms dominatFd. Il'he doniinant and other

important species differed with seasons anci years. In 1978, Diatoma elong'a4tttn dominated in

spring, Anabaena spp. were abundant in summer, and A4trlositu giunulata and Cl>,clotella glom.eiuta

in autumn. While, in 1979, Diatom･a elonsratttnt was not so much in spring, Anabaena spp. not

found in summer, but C)･,clotella glonteiuta dominatecl from summer to autumn.

   Interrelation between the seasonal changes of phytoplankton and the environmental factors

such as transparency, water temperature, salinit>r, pH, dissojved oxygen, phosphate ancl soluble

inorganic nitrogen was discussed.


